
官i言|名 称 l注目すべき理由 生音状況(現況)の概要 生態4針生の概要 法令指定1伏況 情$&引
Iアマオモリマンァ RDB で「危急~lLに指 00山の器墜に生育し本州(青森県)に分布する -資料6

即日 日 「年草山一に生育
(ナデシコ干ヰ) する。花期6月。 00県で

i は唯一の生育地である。

一 カトウハコベ RDB で「危急l~lLに指 00山の畠山ハイデの北海道(夕張岳)、本州(早池 -資料6
(ナデシコ手ヰ) 定されている。 分布する砂障壁療に生育 峰山、至仏山)に分布する多

5 してし、る。 年草。高山の蛇紋岩に生怠

する。花期 7~8 月。。。

植 県では唯一の生育地である

タコノアシ RDB で「危急~に指 00)11畔の湿地に生育 本州(関東以西)~奄美大 -開斗6

I 6 
(ユキノシタ手十) 定されている。 してL、る。 島に分布する多年草。河畔

や泥湿地の水位変動域に多

く生育する。花期 8~9 月
「一一一一

ヤシャビシャク RDB で「危急~lLに指 00山の山頂付近及び 本州~九州に分布する夏緑 -開ヰ6
(ユキノシタ手十) 定されている。 00山の山麓の2ヶ所 低木。フナ等の大木の樹幹
4相 に生育してし喝。 上に生育する。花期 4~5 月。

ヤナギ卜フノオ 国立、国定公園特月|比似或 00沼付近に生省して 北海道、本州(中部以北) -開ヰ6

8 
(サクラソウ科)I内指出直物園監で00国 いるとされているが詳 の山地の湿地に生育する多

定公園の「希少守まじに指 細位置は羽月である。 年草。 TË期 5~7 月。

定されている。

一 ヤマトキソウ 国立、固定公箇特目IJ}出或 00沼付近に生育して 北海道~九州の山地に分布 -資料6

9 種
i (ラン寺ヰ) 内指由直側部監で00国 いるとされているが詳 する多年草。日当たりの良

定公闘の「希少守重Jに指 細位置は耳司月である。 い草地に生育する。花期6
定されている。 ~8 月。

アケボノシュス 国立、固定公函特目IJ地域 00村に生育している i北海道~奄美大島の山地に -開ヰ6
フン 内指酎直物図鑑て〈わ国 とされているが詳細位 分布する多年草。主に落葉

(ラン科) 定公園の「和也に指 置は不明である。 鮒本下に生育する。糊~9 月。
定されている。

ゼンマイ cxこ村の行事として、毎 xx岳付近に群自由が 北海道~琉球諸島に分布す -資料6
(ゼンマイ手4) 年春に採取会が催されて あるとされているが詳 る多年生シタ積物。山菜と

いる。 細位鐙は羽月である。 して有名である。

00山の高山植 回指定天然詑吉井却に指定 品山ハイテ、ハイマツ 制買街、寄号令な砂欄也であり、文化財保護 -開ヰ1
物群落 されており、cxコ山の山 帯、雪田植生、高茎広 寒地系植物の狽られた生育i法で国の「天
(昭和O年指定、 頂付近には、高山ハイデ 葉草原が山頂付近を 域となってLゆ。 然記念物」

闘員UUha) 及びハイマツ帯がよく発 覆っている。山頂部に に指定され
10 達した典型的な高山帯植 はチンクルマ、オノエ ている。

i生がみられるとともに、 スゲ、イトキンスゲ、コ

希少な高山植物も多種類 マクサ等の豊富な高山

生育し、貴重である。 植物群が生育している

00;同風穴植物 a県指定天然設鋭初こ コメパツガザクフ・タ 風穴からの冷風により夏季 文化財保護 -間ヰ2
群 あげられた、 ζわ洞の風 カネイバラ等のE富山槌 も冷涼であり、氷河期の澄 法で県の頃

11 
(昭和O年指定、 穴にみられる高山植物群 物がみられるものの、 存植物として高山植物が生 然記念物」
植田買0:ごha) 低標高地にも係わらずコ 植生遷移の遂行により 育する。 iに指定され

メハツガザクラ等がみら 生省域は減少しつつあ ている。

物 れるのは資重である。 る。

群100山の媛生フ 「すぐれた白書むの「貴 00山標高OOm付近風衝に伴うフナ品木林から 1-資料3

12 ナ林 重な群落 (C)Jにあげ に、ミヤマナラ林と隣ミヤマナラ低木林への移行

(田原立:::t1a) られている。 接して生育している。 帯自坊直生である。
洛 !

cxこ山のスギ林 「すぐれた自札の「貴 00山標高OO~O! 巨岩の露出する広尾根上に -資料3

13 (商交ヌ:::t1a) 重な群落 (A)Jにあげ Om の尾根部のフナ林 あり、林床は高い空中濃度
られている。 内に点在する、スギ自 から蘇苔麿も発達している

一 然林であり、スギは巨cxこ山のスギ林 「特定植物群洛 (A)J
木が多く林床はハクサ

-資料4・5
(画質Da) にあげられているcxご山

ンシャクナゲが{憂占し
のスギ林。藩醐寺代より

イ呆議されてきた自然林で
ている。

14 
あり、 部施業が入って

いたものの、県下でも有

数の樹林である。

植物編1111



番図号I区分 名 称 注目すべき理由 生育状;兄(務兄)の概要 生態特性の概要 法令指定状i兄 f情報源、

CDi顕 「特酎直物群落 (6. ヨシ湿原は造成、槌林等 xx岳の火山活動により形 -資料4・5
(闘賞::Dla) D)Jにあげられてい でr成少したものの、エソ 成された池沼であり透明度

る005召のエソノヒル ノヒJレムシ口、ヒツジグ も高く貧養な水質から浮

15 
ムシロ、ヒツジグサの サ等の生育する浮築制く 葉・沈水槌物が豊富である

群落。その間辺はヨシ 植物群落はよく残されて

i劉京であり、低標高域 おり、岸辺には危急獲の
の池沼植生をよく温存 ナガエミクリ、スフタも

している。 みられる。

OOJII河口の塩 「特定植物群落 (6. 河口から干潟樹則にかけ 砂泥質の塩沼池であり、大 -資料4・5

，召様生 D)Jにあげられてい て、ヨシ群落の{也、合チ 潮の満i戟日寺は水中に没する
(聞東Da) るOOJII河口に広がる ドジョウツナギ群落、 ド

16 ヨシ群落で、;，;チド ロイ群集等がみられる。

ジョウツナギ、ウミミ 概況調査対象範囲におし、

ドリ等豊富な塩生植物 て多1霊煩の塩生植物のみ
が生育する。 られる唯一の地点である

cxコ山の植生 roc県瑞克情札 lこ 植中村也、牧野として改変 標高差別mにわたって自然 -資料6
あげられており、。。 されつつあるが、北西斜 槌生が良好な保存状態で残

山には山地帯から高山 箇及び山頂一帯にはコケ 存してし、る。

帯までの垂直分布を示 モモーハイマツ零模、ウ
17 

す自鮒直生がみられ、 ラジロヨウラクーミヤマ

物
制苛上重要である。 ナラ群図、チシマザサー

ブナ群団等の自然植生が

みられる。

00沢の岩壁植 希少なシダ植物の生育 -地元学識経005.尺の岩壁には、県下 土嬢の発達した一般立地の
物群 地として童主要である。 でもごく希なエソテンダ 植物種が定義・繁茂し難い 験者へのヒ

が生育している。同所に 立立由である。 アリング

18 群 はクモノスシダ、ミツテ -概略踏査時

ウラボシ等県下では少な に現地確認

くなった植中尉重もみられ

る。

00山のj買街地 風衝による特異な垂直 標高任氾m内外の突出し 沿海地の突出地形により強 -資料5

植生 分布の例として重婆で た山頂部は、冬季季節風 度の風街条件にあり、高木 -概略踏査時

落 ある。 の影響を強く受けてミヤ 林の成立し得ない環境条件 に現I也確認
マナラ、チシマザサ等の である。

19 自然依材材古形成され、

東部のoc山の自然低木
林よりも3∞mあまりも
{邸票高帯に出現しており

4事異である。
00山の火山性 特殊立地の値生主主とし 事業t也北方のxx岳の山 極度に乾燥した半安定的、磯 -資料5

お欄京植生 て重要である。 頂友び北斜面は、新主匙え 原であり、一部硫気の影響 -概略踏査時

山活動にf半う形燦原であ も受けている。 に現I也確認
り、オノエイタドリ、コ

20 メススキ、マルハシモツ

ケ、ヤマタヌキラン等の

同標高帯の他の植生滅に

は希な植物種が生育して

いる。

注)資料天然記念物緊急調査(文化庁、昭和49年)

2 :00県文化財自録 (00県、昭和59年)
3・自然環境保全調査報告書(基礎調査)すぐれた自然図(環境庁、昭和51年)

4 :第2閏自然環境保全基礎調査報告書(環境庁、昭和田年)
5 第3回自然環境保全基礎調査報告書(環境庁、昭和63年)

5・00県環境情報(植物編)(00察、平成6年)
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8 
自然環境保全の基本的スタンスを明確にするため、地域の自然的 社会的特性を踏まえ、山地自然地域、

里地自然地域、平地自然地域及び沿岸海域の4つに大きく類型区分するへなお、その擦には第1に日本
列島が属する亜熱帯から亜寒帝までの幅広い気候帯のそれぞれの特性について、第2に山岳、森林、草地、
農耕地、街路樹、宅地等の緑、湖沼、河)11、湿原、干潟、海岸、サンゴ礁等の多様な地域の自然の特性に

ついて、第3に流域などの自然のまとまりについて、それぞれ十分配慮するととが重要である。
;欠に、空中写真、地形図、植生図または土地利用図等の既存資料による調査対象地域の過去(昭和田~30

年代を中心に)の植生及び土地利用の概略を把握し、先にとりまとめたフ口ラ(植物相)及び植生の概要

等と比較することにより、植生及び土地利用の変遷を明らかにする。また、自然保護活動及び問題の事例

や郷土誌等による地域住民の自然環境保全に対する考え方の把握を行って、地域住民の自然観等について

検討する。

さらに、とれらの検討結果に基づいて、植物からみた環境特性における事業地の位置づけや、事業地と

周辺地域との環境面でのかかわりを考慮すべき地域の範聞について、地域環境特性のパターン分類図また

は模式図等叫を作成して説明する。

また、との過程で、環境アセスメントを実施していくうえで特に留意すべき点が考えられた場合!こは、

とりまとめて付記しておく。

地域類型区分の概要

自鮒包・社会問領主の概要

地域類型区分 保全友ぴ活用方針の概要

概要 | 自然性 |人口密度

・国土全体の生態系|

山地自知樹或 | からみると骨格と l 高川

トー一一」竺吟一一-~-4一一ト
・農林水産業などの

様々な人間の働宮

島岨糊蹴 | かけを通じて環境
が形成されてきた

主制或

低い

-原封甘な自然やすぐれた自然を的確に保全

・自然体験型の自然とのふれあいの場や研究の場として活用

一一卜一 一一 一一一 一 一一一
・すぐれた自然の保全にとどまらず、森林、農地などの持つ

環境保全能力をま齢

・雑村本などの二次的自然を適切に管理

-これらの森林などを自然とのふれあいの場として活用

一一一1古記官「I-トー
域

lr ・残された自制本や豊かな生糊齢樹寺する湿地などを保全

高い |・雑木林や屋敷林などの適切な管理、公園樹齢どの整備を

進めるとともに、身近な自然とのふれあいの場として活用

ト一一一一一寸一一一一一一一一卜一一一一ト一一一一卜
| ・海域及び海岸線 ・すぐれた自然を的確に保全

沿摩海域 ー | ー |・干潟、藻場などの持つ環境保全能力を樹寺

-人と海の自然とのふれあいの場として活用

例

(1) 自然的・社会的特性を踏まえた地域類型区分

調査対象地域は火山牲の急峻な山群と緩やかな山麓斜面及び!jrll

積低地から構成され、北西部で海域に接している。それらは図-

O[図例1-3]に示したとおり、山地自然地域、里地自然地域、
平地自然地域、沿岸海域に大別される。

山地自然地域は、平地及び:里地自然地域を挟んで当該地域の東

と西に広がっている。東側の山地自然地域は、 00山山頂を中心

司ペ
J
V
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出数盟区分図は、概活用査対

射蹴における自然的・社会開寺

性の分析及び事業地の位置づけ

側各)併醒を行うためのもの

である。ここでは、親克基本計画

に示されている4類型区分を踏ま

え、人口密度と森林率を指標とし

た2kmメッシュ単位の類型区分を

行:ってみた。
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にft急、種アオモリマンテマ、高山植物群落、風穴植物群、発達し
たブナ自然林等の注目すべき1¥1[物種及び、植物群落を包合する自然
性の高い区域である。西側の山地自然地域は、危急種ナガエミク

リ、スブ夕、 00湿原、風街地植生、火111'1生砂1網開直生等の注目
すべき植物種及び植物群落を包含している。以上のように、山地

自然地域は高い価値を有する原生的な自然やすぐれた自然がみら

れる地域であり、その的確な保全とともに、自然{本li勉1の自然と
のふれあいや研究の場としての活用を図ることが重要である。

里地自然地域は00山を中心とする山地自然地域の西側山麓か
ら低地に位置するとともに、西側の山地自然地域の外縁を取り巻

く形でイ立置し、この半世紀間ほどの間に雑木林、カヤ場の急減に

象徴される最も変化の著しい地域である。農耕地や二次林、植林

等の二次的自然から楠慎される本地域では、注目すべき植物種と

して危急種タコノアシがみられるに留まる。しかし、ふるさとの

[図例1-3]

山地自然地域、里地自然地域、平地自然地域及び沿岸海域の区分方，去は次のとおりでした。

仁コ山地自然地域(約1万ha当たりの人口密度5千人未満かつ森林率80%以上)

〔二]里地自然地域(人口密度5千人問-3万人かつ森林率80%未満)

仁コ平地自然地域(人口密度3万人以上)

沿岸海域

ぐJ〉耕地

CD司 k

図-0 地域類型区分図



辰巳誌の原型として想起される地域であるとともに古くから慣れ親

しんだ身近で多様な自然のみられる地域であり、生産の場として

の適正な主引ilil'保育・管埋とともに人と自然とのふれあいの場の
確保と活m等を図ることが必要な地域である。
ユ1'-:1'也自然地域は里地自然地域のi将北に位置して、かつての里地

自然地域へと拡大の著しい地域である。本地域には、注目すべき

植物種や植物群落として特定されるものには乏しいが、都市化の

li:lに残された日常生活闘における最も身近な自然とのふれあいの
場としての二次的自然の適切な維持・形成とその健全な手iJJ1Jの促
進に目白色:することが必要な地域である。

沿岸海域は00湾に面した海岸線に位置しており、 j芸i専や護岸
等の整備により徐々に自然の失われつつある地域で、ある O 木地域

には注目すべき植物群落として00]1¥河口の塩沼布凶三がみられる
に留まるが、 ìiff:域と i珪域の自然との接点としての特殊性に自己J，~まし
た保全・活用に剛志することが必要な地域である。

(2) f幽三及び三i二地利用の変遷
調査対象地域は、経済的に半世紀ほどの間に大きな変遷を遂げ、

それに宇料、凶-o[図例1-4]に示したとおり植生及び、土地利用
もまた大きく移り変わっている。このことは表-o[調列1-5] 
に示したとおりマクロには草地や民」也の地林地化に伴う森林率刊

の14.9%の培加、市街地の拡大に伴う緑被地率の 4.5%の減少に

反映されている O

00県誌、 00市誌によれば、かつて当該地域の主産業は稲作、
牧畜及び養蚕であり、牧畜については戦中までは馬、戦後は徐々

に牛へと変化してきていた。沖積低地は大半が水間で、あり、それ

は当該地域の12.4%、約5，000haをI!jめていた。そしてその水|刊

に刈敷(肥料うを供給するとともに薪炭の生産等を目的とした雑

木林が山地を中心lこ約 17，000ha (42.4%) に達する広大な面積

で、覆っていた。また、まぐさの供給源としてのカヤ場は低山の稜

線部から集???裏山の山麓にまで及んで、約 1，600haを占め、当

該地域の4%、養蚕業の|売盛に対応して00111の西1J11J山麓等につ
いては桑畑が畑地の上部に約 600haの面積で、位置していた。桑

illlやカヤ場の土地利用はìllF政11~'ィtにその端緒を発し、明治政府の
殖産興業政策によってさらに大規模なものになったようであるが、

桑畑については戦中から戦後間もない時期において食担増産計画

によって畑地として土地利用の変換が1J心主されたが、それでもな

お絹の需要は高く、桑illlもまとまった而積として残されていた。

上記の士:lls1'iJmは、 ij没後の化学)j問斗、化学燃料の普及に伴う雑
木林の経i斉価値の消失とその他の土地利用への転換、牧草種や配
合飼料の導入によるカヤ場の減少と外来牧草による牧野の形成、

養蚕の衰退による桑対IIの土地利用変化、拡大造林によるブナ林、
雑オ寸木、桑対i降のカラマツ植林化等、社会情勢変化に伴って変化

していったものと考えられる。このため自然、林(主としてブナ林)

の3割、二次林俸制三十本)の4割、二次1判反(カヤ場)の8jl;リ、

桑illlの全量が消失し、かわって、新たな牧草地約 2，3∞haの造
成と植林地の約11，100haの哨加がみられた。

さらに00市が、当該地域を合む00地方の経済の中心地とし
て繁栄してきたとともに周辺の水同地帯へと市街が拡大し、水FFl
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昭和30年部後

当5主:U制或における自然環境保全

のあり方の検討に当たっては、過

去→現在→未来へと続く時間軸

(自然紺主及び社会4新主に係る経
緯など)を考慮する必要がある。

。 4km
現在!一一一一』一同一

畑 一一一自然海岸

にコ巣翻 水田 日半自然海岸

桑畑 集落 一一 ω 人工海岸

牧草地 口湖放水域 。事業地

図-0 昭和30年前後及び現在の植生及び土地利用の概略図

1161植物編
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植生及び
土地利用面積の変選の一覧表

積回(%

m873 (4元日jJ
;植瓦 1 2，671 州 13，799ω4.5)¥ 11，1空
草原 629 (1引制(1.1)

i 果樹図| …別 ω
i河桑 畑(一Jω捌4 川τ司 一捌

三:につ -42司
判 1面5 つに

放水域 3，側川淵ωoo出
両両140，000(… o つ工[

林倒 I22，206 (55判ぉ，093 同 2)I 3，88714.9  
地(劇 24，434 (61.1)ぉ 915 (67.3) 2抑「つ:J1

印刷 -1，開 -4.5I 

1∞.0 i 

63.2 i 

自体も困場経i1ill¥こ仁科、|ぎー画の整Jlf!..拡大が行わj叫!i在lこ至ってい
る。

i二記の変化のIいにあって、 JJJl也でも比較的抵海抜地域に位i置す
るブナ林や丘陵地からJJJ地'市下部の奇i&7jv休は急激な減少を来たし

ており、採草地として利用されている二次草原についても、極め

てfi'l功、なj也!互に残されているのみである。さらに、海岸線につい
てもかつては海岸械の7j刊を占めていた自然海岸のうち、その3

[表例1-5] 
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自然ì~怠~I州呆全は、主税斗に生物

学的な観点力、らのみ行われるだけ

でよいものではない。風土、文化、

出或住民等の意見等も村?に踏ま

えて行われるべきものである。

j~1j料巷湾施設や護岸整備等により半自然海岸、人工海岸へと変化

した。なお、 OOJl¥河口付近はかつては広大な沼沢地であったが、
干拓事業によりその大半が水同化し、護岸の海側に取り残された

一帯が、 OOJI¥河口の塩沼植生としてかつての面影を留めている。
(3) 地域住民の自然観~!f

表-O[表例1-6]に示したように、 00111は山岳信仰の場と
して畏敬の対象となってきたとともに、 00市の町田7から一望で
きることから、その雪形が農事屑に登場するなど古くから親しま

れており、観察会やボランテイアの治掃活動等も恒例となってい

るO それだけに保全に対する関心も高く、近年の開発をめぐって

争訟事例もあげられている。

一方、 00T11の都市近郊の緑については、戦後の市域の急、速な
拡大から消失が著しく、社寺林、|功j主U本、雑オ寸水、ため池、小河
川等の身近な自然に対する関心の高まりから、緑のトラスト運動

等の自然保護活動とともに、一般市民を対象とした観察会やハイ

キングクラブ等のイベントも催されるようになってきている。

なお、昭和20年代頃までは、春の山菜、秋のきのこ採取が貴重

な食料の取得手段として広く行われていた。 llJ菜としてはワラビ、
ゼンマイ、クサソテツ、ギボウシ等が主たる対象となっており、

表-0 自然保護活動及び自然保護問題の事例一覧表 [表例1-6] 

00県緑のトラスト運動 平成元年3月~ 00県下 県民が主体となって行う優れた自然や貴重な歴史的関克等を保全

するための活動を推進する為、県、関係市町村、地元企業からの

出捕による関cx)緑のトラスト協会を設立し、各種活動の支援を

続けてL喝。現在会員は6∞人。

00市総の基金 平成2年3月~ 00市内 00市内に残された良好な自然ì~忍克を形成している樹林地等の取

得と緑化の推進を目的として活動が展開されており、現在買上土

I也は0.42ha、基金総額は1億5千万円、目標は5億円である。

00山野，鶴見察会 平成2年8月~ 00山周辺 00市博物鎮の主催で隠催される親子野離膿会。キャンプ生活
(5月-10月各 (夏休み期間のみ)と野鯨見察を主体とする自然とのふれあい体

月1回) 験をテーマに、博物館の学芸員とボランティアが指導員となる。

参加者は30名/1闘で年々増加傾向にある。

oc山の高山植物を守る会 昭手前3年~ 00山登山道及 00山の高山植物を守る会では毎年8月中、交替で登山道及び山
による満掃活動 (毎年8月中) ぴ山頂付近 頂付近の清掃活動を行ってし喝。参加者は全て伺会員のボランティ

アである。

一、 --0 一、 一、 r一ー』、/
「\ノヘ-"\.-/、~\~~.-/\~\~ノ\~\~.-/\Jヘノ

oc山スキ場開発に係る|平成3年6月-I CX::山北東斜面 100山北東斜面にある既存(J)oo山スキー場の拡張に伴い、上部
反対運動 I 5年3月 に残存するフナの自然林の保惑を求めて地元00の自然を守る会

をはじめ県内の3つの自然保護団体から反対意見が出され、事業
者及ひ潔に対して計画の見直しを求める誇願書が提出された。こ

れを受け、再度詳細な開也調査が実施され、調査結果とそれに基

づく計画修正案が事業者から公開され、各自然保諮問体代表者、

県按当者等の間で意見調整がなされた結果、大幅な計画修正と継

続調査を条件として事業か実施されることとなった。



かつては一定期日に入会地でLの採取を行っていた例が多いようで

ある。現在は00村のゼンマイ取りカキjの行事として残っている
程度で一般には、春、秋の野外レクリエーションのーっとして広

く親しまれている。

調査対象地域における自然珠境保全にかかわる争訟事例には以

下のようなものがあり、(後11洛)。また、郷土誌やIIlJ役場が住民に
対して行ったアンケートでも、地域住民とのかかわりの深い(中

略)の保全に対する関心が高いことがうかがえる。

(4) 植物からみた高槻特性における事業地の位置づけ

調査対象地域は火山性の急峻な山群と緩やかな山麓斜面及び神

積低地から構成され、北西部でj毎域に接している。それらは、山

地自然地域、里地自然地域、平地自然地域、沿岸海域に大別される。

事業地は、里地自然地域に接する山地自然地域の辺縁部に位置

している。地域類型区分を踏まえ、植物からみた環境特性によっ

[図例1-5]

〈〉事業地 :〉事業地とかかわりの深い地域

I山地自然地域 E里地自然地域 径三ヨ都市域

盟国亜高山自然植生域 じコ箆地・林i白域 W ia岸海域

CJ山地自然林減 陵地域 ←一一→自然海岸

Z沼山地火山荒原域 E平地自然地域 -・・半自然海岸

につ山1也=次森・植林域 ~都市外縁域 一一回人工海岸

図一O 植物か5みた環境特性問
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て区分した結果は図-o[園例1-5]及び表-or表例1-7]の
とおりである。これによれば事業地の大半は山地二次林・植林域

であり、一部は山地自然地域の山地自然林域及び、里地自然地域農

地・林地域にかかっている。

山地自然地域の山地二次林・植林域は、かつて、その上部が二

次林(雑木林)が大半を占めて一部に植林や自然林のみられた地

域、下部が二次林、二次草原(カヤ場)、農地の交錯してみられ

て一部に自然林のみられた地域で、あったが、昭和30年代から急j車

に植林化が進行して、現在はカラマツ・スギ等の植林が下部を中

心に過半を占めている。フロラからみると山地自然、林域にみられ

る林地生植物とともに沢部や岩壁タヌキラン、チョウジギク、ミ

ヤマアフゃラススキ等の特徴的な種群が生育する。本区域の自然環

境保全に当たっては地域の特性に応じて適切な森林の保育・管理

を図るとともに、身近な自然とのふれあいの場としての活用を図

る必要がある。

表-0 植物からみた環境特性区分の概要 [表例1-7] 

12$: 分 概 要

亜高山自鮒直生滅 東部の00山頂~斜面品販びそれに開妾するxx山山頂部に位置し、風.iti・寒冷・豪雪等の厳しい条件

山
下にある区域。植生約にはコケモモーJ、イマツ群集、高山ハイテ、ウラジロヨウラクーミヤマナラ群図、

オオシラビソ群集、雪国槌生等がみられる。

I也

l急i唆錯叫畑出Lこ位置問ナ闘の卓越する樹胤自 山地自鮒糊

究，、犬、、
山地火山荒原域 職制方の活火山であるxx岳山頂周辺の轍し胡槻山れる融関世的にはイ女ド 1) '1 

ーコメススキ群落が分布する。

域 I山広州樹糊 概活用査範囲の東西に広大な聞買を占め、ミスナラ群落に属すニ;鰍俊樹て林)、カラマツ・スギの槌柑也

とか卓越する樹ヰ将来

是主I曲、林1似或 l山猿緩斜面等に成立する、農相告と二次林、植林とか交錯してみられる区域。永年にわたる人為峨漣に

より、植生的には多種類の{切樹直生により構成され、植物相は車齢世草から柑曲生植物までの、多様なも

のとなっている。

農地1或 i中1創出世等に成立する、水田を中心とした田圏景観に代表される区域。樹林はごく小規模な防風林、屋敷
林等がみられるに留まるが、槌物相的には人里槌物や、水路辺、溜池の水生植物等多種類の身近な植物が

みられる。

都市域の鉱大に伴い、かつての里地自然出或の一部が都市化しつつある区域。車宇鰯革路や鋭蓋、都市域隣 i
t措日に沿って存在し、里地自鮒蹴E差出或と平地自然出或都市出或との中間制蛸を有す。

00市やC口市の中心市制告を形成する人口の集中した広域。植生としては社寺林、屋射樽の小規模な;
ものに留まり、槌物相としては一部の人皇植物や間払唯葦等がみられるように貧化している。

人工によって改変されずに自然の蹄を保持している海岸。醐掛幽の僻蜘相周師、ω!
川河口周辺、ムム崎、 xxの磯等に復沼槌生や砂丘様生等を伴って断続的にみられ、その間則にはシナノ
キ エソイタヤ群落が魚付保安林等として保全されている。フロラ的にはタチドジョウツナギ、ドロイ、

スカシユリ、ハマナス等の特異な植糊重の生育地となっている。

道路、議岸、テトラポッド等の人工物でー官官に改変がなされているが、 J朝間帯においては、自然の状態を

保持している海岸。ムム崎の南等にみられ、経域の植生はほぼ残されているが、砂丘植生等はほぼ消失し

域 !て欄由化している。

人工海岸 1;海コ岸i巷局が辺、潮等間帯も含め、港湾・捜立・泌業・干拓等の土木工事により著しく人工的に改変された海岸。 O
にみられる。
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